
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成30年度決算）
高知県　あき総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 自治体職員 175

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 23 対象 透 訓 救 臨 へ 災 輪 90 - 270

175

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

717,480 20,771 非該当 ７：１ 175 -

平成26 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
・二次保健医療圏における中核病院として、急性
期医療から過疎地等における一般医療までの幅広
い役割を担うほか、救急、小児、周産期をはじめ
とする不採算部門に関わる医療を提供している。
・地域における災害拠点病院として、災害医療の
中心的役割を担っている。
・県東部地域において、公立では唯一精神病床を
持っており、措置入院の受入れをはじめ、精神疾
患の拠点としての役割も担っている。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26 H27 H28 H29

当該値 77.2 80.3 75.8 79.4 79.4当該値 98.9 101.1 97.4 100.9 100.2 当該値 82.5 84.8 84.3 89.1 88.6当該値 231.5 204.6 208.9 198.5 191.3

平均値 88.0 86.2 85.7 85.9 86.0平均値 97.9 96.6 96.2 97.2 97.5 平均値 69.1 69.8 71.2 73.0 72.1平均値 87.1 81.6 84.7 86.8 90.8

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

当病院は精神病床を有していることから、医業収
支比率や診療単価は類似病院の平均値より低く
なっているが、経常収支比率は100%を超え、病床
利用率も平均を上回った状態を維持するなど経営
状況は安定している。
累積欠損金比率も徐々に減少してきており、今後
も経営改善に努めていく。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 ・平成26年度に改築されたばかりであり、有形固
定資産償却率は類似病院平均値より低位である
が、器械備品は、耐用年数を迎えるものが増えて
いるため、器械備品減価償却率は高くなってい
る。
・１床あたり有形固定資産額は平均値より低く
なっている。今後とも施設設備の適正な管理に努
める。

H30 H26 H27 H28

17.5 18.9 18.3 17.9 17.267.2 当該値34,180 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

平均値 45,099 45,085 44,825 45,494

66.8 63.7 71.2 66.38,663 10,288 9,931 10,463 10,565 当該値

11,173 11,881 12,023 12,309

当該値 29,430 31,591 32,752 32,612

20.6

2. 老朽化の状況

全体総括

・新病院開院後、患者数や病床利用率が増加し、
引き続き好調を維持している。また、収益面にお
いても、精神病床を有していることから診療単価
は類似病院平均値に比して低いものの、順調に増
加しており、平成30年度も経常収支比率が100%を
超えている。
・一方で、職員給与費対医業収益比率は高い傾向
にある。引き続き良質な医療を安定的に提供して
いけるよう経営改善の努力を継続する。H26 H27 H28 H29 H30 H26

59.4 平均値 21.3 22.0 20.9 20.712,502 平均値 57.6 58.3 59.7 59.047,924 平均値

H28 H29 H30

当該値 14.5 20.0 24.4 29.9 35.0 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

41,325,615 41,581,326 42,138,963 42,331,900 42,498,60478.4 当該値

平均値 49.7 48.1 44.7 46.9

38.1 49.9 57.6 68.6

43,785,07070.1 平均値 37,367,806 39,301,664 41,260,555 41,975,08648.6 平均値 66.9 66.5 64.2 67.3
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④病床利用率(％) 
【74.9】 
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③１床当たり有形固定資産(円) 
【47,139,449】 
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⑦職員給与費対医業収益比率(％) 
【54.8】 
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円) 
【14,708】 
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円) 
【52,412】 



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成30年度決算）
高知県　幡多けんみん病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 自治体職員 324

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 18 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 へ 災 輪 - 3 355

291

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

717,480 26,023 非該当 ７：１ 291 -

- 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
・二次保健医療圏における中核病院として、急性
期医療から過疎地等における一般医療までの幅広
い役割を担うほか、救急、小児、周産期をはじめ
とする不採算部門における医療を提供している。
・特に、県中央地域から遠隔であることから、地
域完結型医療を目標に、救急をはじめとする高度
急性期医療も担っている。
・地域における災害拠点病院として、災害医療の
中心的役割を担っている。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26 H27 H28 H29

当該値 91.4 89.4 82.6 84.0 80.6当該値 104.9 102.4 96.7 98.1 94.9 当該値 68.0 65.0 62.8 64.9 60.0当該値 38.8 46.5 54.3 55.2 64.2

平均値 90.2 91.1 90.1 89.6 89.7平均値 97.7 98.0 97.2 97.0 97.8 平均値 70.6 71.3 72.6 73.5 74.1平均値 80.7 73.1 76.3 80.7 75.9

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

近年、患者数の減少により経常収支比率や医業収
支比率、病床利用率等が低下してきている。
また、収支の悪化により累積欠損金比率も高い状
態が続き類似病院平均値を大きく上回っている。
更に、平成30年度は医師の時間外単価の基礎額に
初任給調整手当を算入したことにより職員給与費
対医業収益比率も上昇しており、経営健全化に向
けて稼働病床数や経費の更なる見直しについて検
討していく。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 病院の開院から約20年が経過しており、有形固定
資産減価償却率・器械備品減価償却率ともに類似
病院平均値より高い状況にある。施設の改修・修
繕により適切な維持管理を行い、施設の長寿命化
に努めていく。

H30 H26 H27 H28

21.9 21.5 21.1 21.7 21.764.8 当該値53,526 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

平均値 48,921 50,413 50,510 50,958

53.4 57.1 63.7 61.312,573 12,969 12,540 13,290 13,658 当該値

12,272 13,096 13,552 13,792

当該値 52,567 52,073 51,156 51,617

23.6

2. 老朽化の状況

全体総括

・近年は地域の人口の減少も一要因とする患者数
の減少、病床利用率の低下が見られ、平成29年度
は若干の改善となったものの、引き続き厳しい状
況となっている。このため、適正病床数や病棟再
編の検討に着手しており、平成29年度は稼働病床
数の見直しを行っている。
・今後も適正病床数の検討を引き続き行い、地域
の医療ニーズ等も勘案しながら地域を支える中核
病院として良質な医療を安定して提供し続けられ
るよう経営改善の努力を継続する。

H26 H27 H28 H29 H30 H26

56.0 平均値 23.2 23.9 23.8 23.914,290 平均値 55.6 54.8 55.8 56.152,405 平均値

H28 H29 H30

当該値 49.0 45.9 47.3 50.9 53.8 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

54,524,783 51,048,977 52,418,152 52,520,969 52,630,99473.2 当該値

平均値 48.9 50.3 49.8 50.9

71.8 58.3 61.1 68.2

48,918,36468.2 平均値 41,593,368 42,578,034 45,645,830 47,082,77851.9 平均値 65.4 65.7 65.0 66.8
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【24.3】 
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円) 
【52,412】 


